
柔道競技プログラム



開 催 の 趣 旨 
 

 国民スポーツ大会の趣旨に則り、その予選会として北信越地域の人々に広

くスポーツを普及し、スポーツ精神の高揚を図り、健康増進と体力向上を目

指し、併せて５県の親睦と交流を深めるとともに、地方のスポーツ振興及び

文化の発展に寄与することを目的とする。 

 

 

 

スポーツを行う者の心得（「日本スポーツ協会スポーツ憲章」抜粋） 

● スポーツを愛し、楽しむために、自発的に行う。 

● 競技規則はもとより、自らの属する団体の規則を遵守し、フェアプレー

の精神を尊重する。 

● 常に相手を尊重しつつ、自己の最善を尽くす。 

● アンチ・ドーピングに関する規定を遵守する。 
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あ い さ つ 

 

第４５回北信越国民スポーツ大会 会長 

公益財団法人石川県スポーツ協会 会長 

石川県知事    馳   浩  

 

 

第４５回北信越国民スポーツ大会が盛大に開催されますことを心からお祝い

申し上げますとともに、ご来県いただきました皆様を心から歓迎いたします。 

 本大会は、今年佐賀県で開催される第７８回国民スポーツ大会「SAGA2024 国

スポ」への出場権獲得を目指し、各県を代表する精鋭が、郷土の名誉と誇りを胸

に、熱戦を繰り広げる北信越最大のスポーツの祭典です。 

参加される選手の皆様には、日頃鍛えた力と技を遺憾なく発揮され、観戦され

る方々を魅了する白熱した戦いを展開されるとともに、大会を通じて交流の輪

を広げられ、思い出に残る素晴らしい大会となることを願っています。 

元日に発生した令和６年能登半島地震により、今なお、多くの方々が不自由な

生活を余儀なくされていますが、県としては、ふるさと石川の一日も早い復旧、

その先の創造的復興に向け、全力で取り組んでまいります。 

 本大会で生まれる活気や賑わいも、必ずや能登の復旧・復興の大きな力になる

ものと確信しており、能登が再び輝きを取り戻す日まで、今後とも、お力添えを

賜りますようお願い申し上げます。 

 また、県外からお越しいただいた皆様には、折角の機会ですので、四季折々の

山海の幸を活かした豊かな食文化など、ここ石川県の多彩な魅力をご堪能いた

だければ幸いです。 

最後に、本大会の開催にあたりご尽力いただきました関係の皆様方に深く御

礼を申し上げますとともに、選手の皆様のご健闘と本大会の成功を祈念申し上

げ、あいさつといたします。 
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お祝いの言葉 

 

 

石川県議会議長 善田 善彦  

   

 

 北信越５県から多くの選手・役員の皆様をお迎えし、第４５回北信越国民スポ

ーツ大会が盛大に開催されるにあたり、石川県議会を代表いたしまして、心から

歓迎申し上げます。 

 本大会は、佐賀県で開催される国民スポーツ大会への予選会であるとともに、

北信越地域のスポーツの振興と発展に大きく寄与する大会であります。 

日々の厳しい練習とたゆまぬ努力により、各県の予選を勝ち抜かれた選手の

皆様には、これまで鍛えた力と技を十分に発揮され、輝かしい成績を収められま

すとともに、選手相互の友情を深め、心に残る素晴らしい大会となることを願っ

ております。 

 また、日頃から選手の育成やスポーツ振興にご尽力いただいております監督、

役員をはじめ関係者の皆様のこれまでのご努力とご熱意に対し、深く敬意を表

します。引き続き、スポーツを通じた地域の活性化にご尽力いただきますよう、

お願い申し上げます。 

 元日に発生した令和６年能登半島地震では、本県のみならず北信越５県の各

地で甚大な被害が生じました。被災された方にお見舞いを申し上げますととも

に、選手の皆さんの活躍が被災地に夢と感動を与えてくれるものと期待してお

ります。 

 本県は、新鮮な山海の幸、さらには美味しいお酒など、豊かな資源に恵まれて

おります。地震の影響で売り上げが大幅に減少している飲食店などを応援する

ためにも、こうした石川県の醍醐味もあわせて存分に御堪能いただければ幸い

であります。 

 結びに、本大会の運営にあたられます役員の皆様をはじめ、関係各位のご労苦

に深く敬意と感謝の意を表しますとともに、本大会のご成功と選手の皆様のご

健闘を心からお祈りいたしまして、お祝いの言葉といたします。 
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あ い さ つ 

 

 

 

石 川 県 柔 道 連 盟  

               会 長 中 西 茂 宏 

 

 
 
 

本年は石川県において、北信越五県の柔道競技の役員、選手の皆さんをお迎え

して、第 45回北信越国民スポーツ大会の柔道競技が盛大に開催されることとな

りました。心から皆様を歓迎いたします。 

また元日に発生した能登半島地震におきまして、皆様から復興のために多大

な御支援と御援助をいただき、感謝申し上げます。 

北信越五県の人口は約 714万人で、日本の人口の 5.5％に相当します。これは

埼玉県と同規模です。凄いパワーを秘めた北信越五県ですが、柔道人口の減少と

いう全国的な問題が影を落としています。私達は五県の中で、柔道の勝負だけで

はなく、この難題に対し情報を共有して取り組んでいく必要があるのではない

でしょうか。 

柔道には競技としての強さを求める側面だけでなく、誰もが楽しめる側面も

あります。水泳やダンス、ハイキングと同様に、楽しく参加できる柔道を目指し、

柔道を離れた人々や新しい参加者を迎え入れる在り方を考えていかなくてはな

りません。 

柔道人口減少だけでなく、全国的強豪校からの勧誘とそれによる流失、中学校

や高校に上がるときの他競技への流失や柔道の非継続など、私たちを取り巻く

環境は厳しくなるばかりです。これらの問題に対し、714万人の力を持つ北信越

五県が知恵を出し合って問題解決に取り組む必要があります。 

最後に、本大会の開催に際して多くの支援と協力をいただき、深く感謝申し上

げます。 
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歓 迎 の こ と ば 

 

 

 

金沢市長 村山 卓 

 

 

 
 
 

「第４５回北信越国民スポーツ大会」が、ここ金沢市をはじめとして石川県内

を中心に盛大に開催されますことを心よりお祝い申し上げます。  

また、北信越各県からお越しいただきました、選手、監督・コーチ、関係者の

皆様、ようこそ金沢へ。心から歓迎申し上げます。 

本大会では、今秋佐賀県で開催されます国スポの出場権獲得を目指し、各県の

厳しい予選を勝ち抜いた選手による、熾烈な戦いが繰り広げられます。 

どうぞ、日々の厳しい練習の成果を充分に発揮していただき、郷土の代表とし

て悔いのない試合を期待しております。 

また、今年の大会は能登半島地震後初めての大会であります。選手それぞれの

思いが、被災された方々に元気を与え、復興へと繋がることを願うと共に、この

大会が、復興元年にふさわしい、思い出に残る素晴らしい大会となることを確信

しております。 

また、同じ志を持つ選手同士が集まる貴重な時間でもあります。金沢・石川の

歴史や文化にも触れていただきながら、仲間同士、交流を深めていただきますよ

うお願いいたします。 

結びに、本大会の開催にあたり、多大なご尽力を賜りました関係の皆様方に感

謝を申し上げますとともに、本大会のご成功を祈念し、歓迎のことばといたしま

す。 
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名誉会長 村山　卓

会  長   中西　茂宏

副会長 貝沼　　尚 津金　武寿 平田　裕康 八本木通秋

顧  問　 上田　重隆 井村　和彦 髙田　直人 紐野　義昭

渡辺　直勇 渡辺　涼子 西川　典孝 田井　友章

喜多　浩一 野口　弘 津田　宏

参  与　　 金浦　修郎 村元　優文 坂下　竜彦 牧野　哲栄

勝田　永彦 赤池　敬順 焼田　宏明 田中　教崇

坂谷　謙一 須鹿　　渉 吉田　　裕 山岸厳太郎

渡辺　　旺 加茂谷勇治 玉田　善明 西　　和夫

野本　正人 西　　康雄 坂田　　実 柴川　　博

湊　眞佐夫 山下　　豊 近岡　　修 二ツ谷剛彦

鈴木　三郎 米田　豊明 福島　正俊 徳田　伸一

長崎　桂子 西　　恒成 澤野井　博 岡田　勝

瀧田　誠一 山岸　瑞穂

委員長 山本　智秀

副委員長 河内　　亮 中澤　俊明 髙瀨　　宏 川口　　稔

才鴈　　亨 本出　正博

委  員 池　　裕司 若林　俊輔 二瀬　寛之 佐々木繁樹

鈴木　貴士 堀　　省吾 太田　弘人 川端　健司

大黒　英理 野崎　健吾 宮本　征克 若狭　雄介

高村尚太郎 江口　遼至 畔田　博文 近藤　　俊

塚本　勇洋 南谷　直利 窪田　浩二 谷内　博之

角地　良一 平田　和彦 中村　優希

  競技会役員
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競技委員長　　 山本　智秀

競技副委員長 河内　亮 中澤　俊明 髙瀨　宏 川口　稔

才鴈　亨 本出　正博

審判長 太田　弘人

審判委員 袖山　雅雄 中澤　俊明 髙瀨　宏 榮　　修一

審判員 大倉　康二 和泉　哲三 中山　重光 広瀬　喜広

田邊多香子 池内　博隆 麻井　正和 清水　涼子

森山　博史 川口　稔

審判係 本田　学 渡辺　一輝

総務係 鈴木　貴士 塚本　勇洋 宮本　征克 本田　学

渡辺　一輝 近藤　俊 西村　裕樹 朝井　宏

川坂　修治 山崎　圭子 小島　亜紀 山田悠太郎

進行係 鈴木　貴士

競技総括 宮本　征克

試合場総括 本田　学 渡辺　一輝

時計係 近藤　俊 北陸大学柔道部

試合場選手係 朝井　宏 川坂　修治

本部記録係 宮本　征克 塚本　勇洋 山田悠太郎

救護係 赤池　敬順

計量係 朝井　宏 川坂　修治 山崎　圭子 小島　亜紀

式典係 塚本　勇洋 山田悠太郎 山崎　圭子 小島　亜紀

会場係 朝井　宏 川坂　修治 山崎　圭子 小島　亜紀

競技役員（順不同）
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諸　会　議　・　計　量　日　程

式　典　次　第　・　競　技　日　程

期日　令和６年８月25日（日）　会場　石川県立武道館　℡　076-251-5721

期日　令和６年８月24日（土）　会場　石川県立武道館　13:00～17:00

練習会場

期日　令和６年８月24日（土）　会場　石川県立武道館

７．閉式通告

８．選手退場

〈開始式〉

３．表彰

４．競技会終了宣言

５．閉式通告

６．役員選手退場

午前９時

５．競技会会長挨拶

６．歓迎の言葉

〈表彰式〉

次　第

１．開式通告

２．成績発表

次　第

１．開式通告

２．競技会開始宣言

３．国歌斉唱

４．若い力斉唱

会議名

審判会議

監督会議

仮計量

本計量

場所

３階　研修室

　　　男子：柔道場
　　　女子：女子更衣室

時間

午後３時～

午後３時～３時30分

午後３時30分～４時

審判会議終了後
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組合せ表

◇成年男子

◇女子

②

①

③

富山県 新潟県 長野県 福井県 石川県

⑤

④ ⑥

⑦

⑧

長野県

①　新潟県　ｰ　長野県 ②　福井県　ｰ　新潟県

③　富山県　ｰ　①の勝者

成年男子 女子

試合順

○印・・・試合順序

石川県 福井県 新潟県 富山県

⑤　福井県　ｰ　石川県

④　石川県　ｰ　②の勝者

⑥　富山県　ｰ　長野県

⑦　③の勝者　ｰ　⑤の勝者 ⑧　④の勝者　ｰ　⑥の勝者
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順位 階級 段 氏　名 所属等 順位 階級 段 氏　名 所属等

先鋒 60㎏ 二 岡部 紘典 龍谷大学 先鋒 60㎏ 二 野上 健太 北陸大学

次鋒 73㎏ 四 庄源 文太 石川県警察 次鋒 73㎏ 三 髙橋 佑輝 富山刑務所

中堅 90㎏ 二 原田 盛弘 北陸大学 中堅 90㎏ 四 高波 勁佑 しらとり支援学校（教）

副将 100㎏ 五 北山 彰 石川県警察 副将 100㎏ 四 濱谷 拓斗 富山県警察

大将 無差別 三 上野 翔平 石川県警察 大将 無差別 四 三井 健太 富山県警察

順位 階級 段 氏　名 所属等 順位 階級 段 氏　名 所属等

先鋒 60㎏ 二 筒井 成頼 開示塾 先鋒 60㎏ 三 山口 嗣也 あわら柔道

次鋒 73㎏ 三 鈴木 明日 東海大諏訪高校（教） 次鋒 73㎏ 初 宗廣 泰河 慶應義塾大学

中堅 90㎏ 二 今津 成道 京都産業大学 中堅 90㎏ 三 白川 剛章 パーク２４

副将 100㎏ 三 菅 雄太 松本少年刑務所 副将 100㎏ 四 谷本 竜也 福井県警察

大将 無差別 五 橋爪 謙 長野県警察 大将 無差別 五 近藤 拓也 芦原青年の家

順位 階級 段 氏　名 所属等

先鋒 60㎏ 三 井上 創太 新潟食料農業大学

次鋒 73㎏ 三 池田 晴紀 新潟県警察

中堅 90㎏ 二 丸山 晃志 新潟県警察

副将 100㎏ 五 五十嵐 遼介 新潟県警察

大将 無差別 三 星野 太駆 新潟県警察

順位 階級 段 氏　名 所属等 順位 階級 段 氏　名 所属等

先鋒 52㎏ 初 福田 真唯 金沢学院大附高校 先鋒 52㎏ 二 清水 彩凪 小杉高校

次鋒 57㎏ 三 小坂 愛美 金沢錦丘高校（教） 次鋒 57㎏ 二 清水 唯南 順天堂大学

中堅 63㎏ 二 西 結穂 金沢高校 中堅 63㎏ 二 林 怜佳 富山商業高校

副将 78㎏ 初 中村 美羽 金沢学院大附高校 副将 78㎏ 二 舟戸 心希 小杉高校

大将 無差別 三 辻 ななる 筑波大学 大将 無差別 三 松田 美悠 （公財）富山県スポーツ協会

順位 階級 段 氏　名 所属等 順位 階級 段 氏　名 所属等

先鋒 52㎏ 初 永田 夢空 松商学園高校 先鋒 52㎏ 二 定森 美結 福井工業大附福井高校

次鋒 57㎏ 二 鈴木 直 立命館大学 次鋒 57㎏ 三 竹内 鈴 パーク２４

中堅 63㎏ 初 我妻 結凪 松商学園高校 中堅 63㎏ 初 原田 莉沙 福井工業大附福井高校

副将 78㎏ 初 椿原 梨央 松商学園高校 副将 78㎏ 二 柳原 椿 福井工業大附福井高校

大将 無差別 三 小野 華菜恵 センコー株式会社 大将 無差別 三 出村 花恋 株式会社ダイサン

順位 階級 段 氏　名 所属等

先鋒 52㎏ 初 菊原 優愛 開志国際高校

次鋒 57㎏ 三 伊藤 ななせ 新潟県警察

中堅 63㎏ 初 余嶋 樹 開志国際高校

副将 78㎏ 初 和泉 綾華 新発田高校

大将 無差別 三 山田 美貴 新潟翠江高校（教）

〈石川県〉　監督　　松田 重博

〈新潟県〉　監督　　今井 敏博

〈富山県〉　監督　　山﨑　浩一

監督・選手名簿
【成年男子】

〈長野県〉　監督　　百瀬 渡 〈福井県〉　監督　　三上 寛司

〈新潟県〉　監督　　齋藤 佑

【女子】
〈石川県〉　監督　　橋高 朱里 〈富山県〉　監督　　西野 剛史

〈長野県〉　監督　　手塚 明日香 〈福井県〉　監督　　西村 久毅
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北信越
開催県 １位 ２位 １位 ２位 １位 ２位

第１回 昭和55年 富山県 栃木県

第２回 昭和56年 長野県 滋賀県

第３回 昭和57年 福井県 島根県

第４回 昭和58年 新潟県 群馬県

第５回 昭和59年 石川県 奈良県

第６回 昭和60年 富山県 鳥取県

第７回 昭和61年 長野県 山梨県

第８回 昭和62年 福井県 沖縄県

第９回 昭和63年 新潟県 京都府

第10回 平成元年 石川県 北海道

第11回 平成２年 富山県 福岡県

第12回 平成３年 長野県 石川県 長野 富山 長野 長野

第13回 平成４年 福井県 山形県 富山 石川 富山 新潟 富山 新潟

第14回 平成５年 新潟県 香川県・徳島県 長野 富山 石川 富山

第15回 平成６年 石川県 愛知県 長野 富山 石川 長野

第16回 平成７年 富山県 福島県 長野 富山 長野 富山

第17回 平成８年 長野県 広島県 富山 富山 長野 福井

第18回 平成９年 福井県 大阪府 長野 石川 長野 富山

第19回 平成10年 新潟県 神奈川県 富山 富山 長野 石川

第20回 平成11年 石川県 熊本県 富山 石川 富山 石川 長野 石川

第21回 平成12年 長野県 富山県 石川 新潟 石川 長野

第22回 平成13年 富山県 宮城県 富山 富山 新潟 富山

第23回 平成14年 福井県 高知県 富山 長野 石川 新潟 石川

第24回 平成15年 新潟県 静岡県 石川 長野 富山 石川

第25回 平成16年 石川県 熊本県 新潟 石川 新潟 富山 石川

第26回 平成17年 富山県 岡山県 富山 石川 新潟 富山 石川

第27回 平成18年 長野県 兵庫県 新潟 富山 石川 富山 石川

第28回 平成19年 福井県 秋田県 富山 新潟 石川 富山 富山 長野

第29回 平成20年 新潟県 大分県 新潟 新潟 石川 長野

第30回 平成21年 石川県 新潟県 富山 福井 富山 石川 富山 長野

第31回 平成22年 富山県 千葉県 富山 新潟 石川 富山 富山 石川

第32回 平成23年 長野県 山口県 新潟 長野 石川 新潟 石川 富山

第33回 平成24年 福井県 岐阜県 石川 新潟 福井 石川 長野 石川

第34回 平成25年 新潟県 東京都 石川 富山 新潟 福井 長野 石川

第35回 平成26年 石川県 長崎県 長野 富山 富山 福井 長野 富山

第36回 平成27年 富山県 和歌山県 新潟 福井 富山 石川 石川 新潟

第37回 平成28年 長野県 岩手県 長野 富山 富山 石川 富山 石川

栄光のあしあと

成年女子 少年男子 少年女子
国体開催地開催年回数
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北信越
開催県 １位 ２位 １位 ２位 １位 ２位

第38回 平成29年 福井県 愛媛県 新潟 福井 富山 福井

第39回 平成30年 新潟県 福井県 石川 新潟 石川 新潟

第40回 令和元年 石川県 茨城県 石川 福井 福井 長野

第41回 令和２年 富山県

第42回 令和３年 長野県 三重県（中止） 福井 石川 長野 石川

第43回 令和４年 福井県 栃木県 長野 石川 石川 長野

第44回 令和５年 新潟県 鹿児島県 新潟 富山 長野 石川

第45回 令和６年 石川県 佐賀県

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止

回数 開催年 国体開催地
成年男子 女子 少年男子
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石川県立武道館

　　所在地　〒920-0811　石川県金沢市小坂町西8番地3

　　電話番号　076-251-5721

電車でお越しの方

　・ＪＲ東金沢駅下車徒歩10分

車でお越しの方

　・北陸自動車道「金沢東IC」 から「石川県立武道館」まで 1.9km

　・北陸自動車道「金沢森本IC」 から「石川県立武道館」まで 3.4km

　・北陸自動車道「金沢西IC」 から「石川県立武道館」まで 6.7km

競技会場　案内図
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宿 舎 一 覧 

県 名 種 別 宿  舎  名 所在地 電 話 

新潟県 成年男子・女子 東横イン金沢兼六園香林坊 金沢市香林坊 2-4-28 076-232-1045 

長野県 成年男子・女子 テルメ金沢 金沢市松島町 17 076-269-2211 

富山県 
成年男子 ホテル金沢 金沢市堀川新町 1-1 076-223-1111 

女子 ガーデンホテル金沢 金沢市本町 2-16-16 076-263-3333 

福井県 
成年男子 アパホテル金沢野町 金沢市野町 2-4-22 076-280-8111 

女子 金沢ニューグランドホテル 金沢市南町 4-1 076-233-1311 

 

競技会本部・記録本部 

〒920-0811 石川県金沢市小坂町西 8番地 39 

石川県立武道館 

 TEL：076-251-5721  FAX：076-251-56690 

 

会場近隣医療機関 

浅ノ川総合病院 

〒920-8621 石川県金沢市小坂町中 83番地 

TEL 0７６-２５２-２１０１ 

 

大 会 本 部 

第４５回北信越国民スポーツ大会実行委員会事務局 

〒920-0355 石川県⾦沢市稚⽇野町北 222番地 

（公財）石川県スポーツ協会内 

TEL 0７６‐2６８‐３１００  FAX 0７６‐2６８‐３１８８ 
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